
就学前児童票（案）

問4-2

　1.　友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 問４－１に同じ

　２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である

　３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

　４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

　５．その他

問5

　1.　主に父親 ２．主に母親 ３．主に祖父母 ４．その他

問□ お住まいの地区としてあてまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。（必要に応じ）

 1.　○○ 2.　○○ 3.　○○ 4.　○○

 5.　○○ 6.　○○ 7.　○○ 8.　○○

問6

（１）父親　【母子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号に１つだけ
○をつけてください。続柄は宛名のお子さんから見た関係です。

２. 封筒の宛名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

【　　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③希望はない　　】

【　1週当たり〔　　  　〕時間、帰宅時間　〔　　　　　〕時間　　】　

現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる答えの番号に１つだけ○を
つけてください。併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。

友人や知人に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべてに○
をつけてください。

保育等のニーズを地区別に集
計するために把握。集計段階
で行政の地区区分に集計する
などの工夫が必要。

保育等の発生ニーズにもっと
も影響が大きい保護者を特
定。

保護者の就労の状況を把握。
ニーズ推計において家族類型
の作成に活用。

就労時間、帰宅時間について
は直接ニーズの推計には使用
しないが、働き方に関する現
状の把握や地域住民の生活実
態の把握に活用。その場合、
合わせて父母の「家事・育児
時間」や「子どもと過ごす時
間」、「１週間のうち夕食を
家族で取る回数」などを把握
することも考えられる。
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